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いよい よ本格 的な 夏が やって きまし た。 セン ターで も夏の 電力 省力 化の  

一助と 思い、 事務 室の ある一 角にゴ ーヤ のカ ーテン を引い てい ます 。「緑」  

を見て いるだ けで も、 清涼感 を味わ える とこ ろです 。  

 さて、東久留 米市 に おいて は、今年 度２ 回 目の「東 久留米 市地 域 自立支援  

協議会 」が６ 月２ ２日 に開催 されま した 。  

市では「 東久 留米市 地 域福祉 計画」が策定 さ れてお り、現 在、 第 ４ 期障害

福祉計 画（平 成２７ 年 ～２９ 年度）が施行 さ れてい ます。そのよ う な中 、今

年度の 自立支 援協 議会 では主 に 、第５ 期障 害 福祉計 画（平成 ３０ 年 ～平成３

２年）に ついて 審議 し 、作り 上 げてい く作 業 を行っ ていま す 。次 年 度か らの

計画と いうこ とで 、早 急につ くりあ げる こと が求め られて いま す。  

内 容 に つ い て は 、 障 害 の あ る 方 々 の サ ー ビ ス に 直 結 す る も の で も あ る た

め、とて も大切 な会 議 になる かと思 いま す 。充分な 審議を 尽く して いきたい

と思い ます。  

                     

 

∞╟╡ Ї26 

2017   



新任職員紹介  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この 4 月 に異動 でさ いわい 福祉セ ンタ ー の 所長に 着

任致し ました 、 飯島
™™∂╕

一憲
⅛∏─╡

と申し ます。 平成 8 年から 9

年 間ほ ど 職 員 とし て 関 わ りを 持 た せ てい た だ き 、こ の

度、所 長と し てま たお 世話に なるこ とに なり ました 。  

 好 きな 言 葉 が あ るの で す が 、 映 画 解 説 者の 淀川
╟≥⅜╦

長治
⌂⅜│╢

さ んが 言 っ た 「私 は い ま だか つ て 嫌 いな 人 に 会 った こ

とがな い。」と いう言 葉です。どんな 人に も 前向き に付

き 合い ま し ょ うと い う 意 味だ そ う で す。 人 と の お付 き

合いを する上 で心 に刻 んでい る言葉 にな って います 。  

 どう ぞ 、よ ろし くお 願い致 します 。  

 法人 内の異 動に より 、この 4 月か らさい わ い福祉 セ

ンター で働く こと にな りまし た 、市川
い ち か わ

愛子
あ い こ

と申しま す。 

 こ の 仕 事 に 就 く こ と を 目 指 し て 福 祉 を 学 ん で い た 大

学 時 代 は 、 レ ス リ ン グ に 打 ち 込 ん で い た の で 、 体 力 に

は自信 があり ます ！  

 さい わい福 祉セ ンタ ーを利 用され る皆 さま に、安心、

安 全 、 快 適 を お 届 け す る た め の お 役 に 立 て る よ う 、 精

一杯が んばっ てい きた いと思 います 。  

 どう ぞ 、よ ろし くお 願いい たしま す。  

 

 

 

 

 

 



 防犯訓練を行いました！ 
 

2016 年 7 月 26 日 に起 きた 、 神奈川 県に ある 障害者 入所施 設で 元職 員が入 所者や 職員 を

殺傷し た事件 から 約 1 年を迎 えます 。こ の年 の 4 月 に障害 者差 別解 消法が 施行さ れた ばか

りであ ったの にも 関わ らず、 このよ うな 悲惨 な事件 が起き たこ とで 、拍車 をかけ るよ うに

様々な 論争が 繰り 広げ られ、 それに また 悲憤 した障 害者の 方、 ご家 族、支 援者の 方も 多い

のでは ないで しょ うか 。  

 この 事件を 受け 、 火 急の際 に備え 、さ いわ い福祉 センタ ーで も昨 年から 防犯訓 練を 行っ

ていま す。 不 審者 や危 険物を 所持し た 人 が来 所した らどう 対処 すべ きか な ど職員 同士 で話

し合い ました 。ま た今 回は 実 際に警 察の 方を お招き し、建 物の 防犯 設備の アドバ イス や身

を守る 手段を 教え て頂 きまし た。「 もし、手 を掴ま れたら …」や「 もし、胸倉を つか まれ た

ら…」 などの シチ ュエ ーショ ンで、 女性 でも 身を守 れる合 気道 の技 をいく つか紹 介し て頂

き、職 員同士 で組 手を しまし た。組 手は しま したが 、実際 に事 が起 きた場 合はや はり 最初

は安全 な場所 に逃 げて 、ご利 用者や 職員 自身 の身を 守るこ とが 優先 という お話で した 。  

 自然 災害な らま だし も、誰 かの悪 意が 向け られて という 想定 で自 衛や 訓 練をす ると いう

ことが 、本当 に残 念で なりま せん。  

 1 年 前の悲 劇が 、も う 2 度 と起こ らな いよ う、職 員一同 願っ てお ります 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



勉強会を行いました！  

 

さいわ い福祉 セン ター では「 安心・ 安全 ・快 適に」 をモッ トー にご 利用者 と関わ って お

ります 。今 回 、基 本的 な嚥下 のメカ ニズ ムを 学び 、安全 にお いしく 食事が 出来る よう、「 嚥

下」の 勉強会 を行 いま した。 ご利用 者に よっ て食事 の形態 がミ キサ ー食な のか、 ミキ サー

食でも 荒く刻 んだ もの なのか 、ペー スト 状の ものな のか… どの 形が 美味し くて安 全に 食べ

られる のか職 員で 話し 合い、 実際に お弁 当を ミキサ ーした り、 試食 しまし た 。そ して 職員

同士で 、 不快 な介 助・ 心地よ い介助 を体 験し 、ご利 用者を 不快 な思 いにさ せない 介助 とい

うもの を再確 認し まし た。  

引き続 き「安 心・ 安全 ・快適 に」に 加え て、 より良 い支援 が提 供で きるよ うに職 員一 同

精進し て参り ます ので 、 どう ぞよろ しく お願 い致し ます。  

 

 

 

 

 

 

 

お知らせ 
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をスロ ーガン に、 障害 者の方 と地域 の交 流の 場とし て始ま った 夕涼 み会も ２５年 目を 迎

えまし た。東 京学芸 大 学附属 特別支 援学 校と 障害 者 施設１ ５団 体で 企画運 営して いま す。

さいわ い福祉 セン ター もお好 み焼き で出 店し ていま す♪  

東久留 米市唯 一の 打ち 上げ花 火をは じめ 模擬 店や招 待団体 によ るス テージ など楽 しい 催

し物を 用意し て皆 様の お越し をお待 ちし てお ります ！！  



 

 

私 の 家 に は も う す ぐ ６ 歳 に な る 男 の 子 の ミ ッ ク ス 犬 が 一 匹 い ま す 。 彼 と は イ ン タ ー ネ ッ

トの里 親募集 で出 会い ました 。犬を 多頭 飼い して い た家が 世話 をし きれな くなり 、埼 玉県

の動物 保護セ ンタ ーが 介入し て生後 約２ ヶ月 の子犬 ５匹を 保護 しま した。 そのう ち２ 頭は

個人譲 渡が決 まり 、２ 頭は保 護セン ター の子 犬譲渡 の対象 とな りま した。 １匹だ け行 き先

が決ま らなか った 子が 今のう ちの子 です 。彼 は尻尾 の先が 禿げ てい たため 、譲渡 の対 象か

ら外れ てしま った そう です。「そん な理 由で …」と 思い まし た。つ まらな い理由 で捨 てら れ

てしま う命が ある のだ と痛感 した出 来事 でし た。家 族と相 談し 、我 が家に 迎え入 れる こと

を決め ました 。  

保健所 での保 護期 間 は 10 日 程度 です。全て の命を 助けた いな ん て 大きな ことは 言え ませ

んが、 自分の 手の 届く 範囲で 出来る 限り のこ とをす ること が誰 かの 助けに なるの では ない

かと、 間の抜 けた 彼の 寝顔を 見なが らぼ んや りと思 うので す。 彼が 元気に 走り回 って くれ

ている ことで 、私は 充 実した 楽しい 日々 を送 らせて もらっ てい ます 。『情け は人の 為な らず 』。

彼を家 族に迎 えた 事で 私も沢 山助け られ てい ます。 いつも あり がと う。  

余談で すが、 処分 対象 となっ た原因 の尻 尾の 禿げで すが、 数か 月で フサフ サにな り、 今

は毛ば たきの よう にな ってい ます。  

（宮川 ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 センタ ーで はペッ ト ボト ル のキャ ップ を回 収し、リサイ

クルを 行って いる 事業 所に納 品 をし てい ます 。キャ ップは

リサイ クルさ れ 、 その 対価が 発展途 上国 の子 供たち のワク

チン代 になる よう な取 り組み を 行な って おり ます。  

ご家庭 に不要 なペ ット ボトル のキャ ップ はご ざいま せん

か？ ござい まし たら 是非セ ンター にお 持ち 下さいᶉ 

ちょっと Break  
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平 日 や 休 日に ご 利 用者と 一 緒 に 過ご し た り、外 出 を し たり し て みませ ん か ？  

ご 利 用 者 と関 わ り 、地域 で の 繋 がり を 深 めてみ ま せ ん か？ 

○介護人 

内容：平日や休日にセンターでご利用者と一緒に遊んだ り、お話などをして過ご

します。9:00～18:00 の時間の中で、自分の時間に合わせてお仕事をする事がで

きます。 

資格のない方もお気軽にお問い合わせください。※施設内研修あり  

 

時給：940 円 

 

 

○同行援護従業者 

内容：視覚に障害をお持ちの方の外出に同行し、ご利用者を目的地までご案内し

ます。 

資格：同行援護従業者養成研修修了者、 65 歳までの方  

時給 1000円～  

地域で暮らす目の見えない方、見えにくい方の外出支援をするヘルパーさんを  

募集しています。 

同行援護従 業者養 成 研修を修了 された 方 、お手伝い頂けませ んか？ 

「資格は取ったけど、仕事をする機会がなくて…」、「空いた時間しか手伝えない

けど･･･」という方も大丈夫です。興味のある方、是非お問い合わせ下さい。 

 

 

募集！ 



   

 
  

ϐǖǦȈǵ șǞȅǢȚǒ  
 

内容 ： 就 労 移 行 支 援 事 業 （ 通 称 ピ ッ コ ロ グ ル ー プ ） は 随 時 、 ご 利 用 者 の 募 集 を し て い ま す 。

就 労 を 目 指 す 障 害 の あ る 方 に 対 し 、社 会 に 必 要 な マ ナ ー を 身 に 付 け た り 、様 々 な 作 業

や 訓 練・職 場 実 習 を 通 す こ と に よ っ て 働 く た め に 必 要 な 力 を 身 に 付 け て 頂 き 、支 援 ・

応 援 す る 事 業 で す 。 訓 練 期 間 は 最 長 ２ 年 間 で す 。  

下 の 写 真 に も あ る ワ ー ク サ ン プ ル（ 幕 張 版 ）は 障 害 者 職 業 総 合 セ ン タ ー の 開 発 し た も

の を 導 入 し て い ま す 。ま た 、日 本 社 会 事 業 大 学 の 効 果 の あ が る 就 労 移 行 支 援 プ ロ グ ラ

ム の あ り 方 研 究 会 に 参 加 協 力 を し て 、よ り 質 の 高 い サ ー ビ ス を 提 供 で き る よ う 研 鑽 を

し て い ま す 。  

 

対象者 ：東久 留米 市在 住の 18 歳以 上の方 で 、以下 のいず れか に当 てはま る方  

    ・愛 の手 帳 3 度もし くは 4 度を お持 ちの知 的障害 の方  

    ・発 達障 害の 方  

 

ц  
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ワークサンプル   清掃作業     エアロビクス 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

畑作業   パソコン作業    生活学習 
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東久留 米駅 は 大正 4 年 (1915 年) 4 月 15 日 に 開業し ました 。武蔵 野 鉄道 ( 西 武池 袋線 ) の開

通と同 時に開 業さ れま したが 、池袋 ～所 沢間 は 5 駅 しかあ りま せん でした 。その 中に 東久

留米が 入って いた とは 驚きで すね。（他は 東 長崎、 練馬、 石神 井、 保谷 で した。）  

しかし 当初、 東久 留米 駅は計 画され てい ませ んでし た。東 久留 米駅 実現に 尽力さ れた のが

神藤庄 太郎氏 です 。 神 藤氏は ご自分 の土 地 3,200 坪 を無 償提供 し 、東京 へ陳情 に何 度も 足

を運び ました 。当 時は 東京へ 出るの も一 日が かりの 行程で した が、 ５年に 渡る交 渉の 末に

誘致に 成功し たの です 。神藤 氏の功 績を 讃え て、東 久留米 駅北 口に ある武 蔵野稲 荷神 社に

銅像が 建てら れま した 。亡く なって もな お、 東久留 米駅の 発展 を見 守り続 けてい ます 。  

 

 

 

 

 

 

スズラン 

花言葉「純粋」 

新年度 が始ま って 、も うすぐ 3 ヶ月 が経 ちま した 。  

私は入 職し て 3 年 目に なりま すが、日頃 から 心掛け ている こと があ ります 。それ は、「 初

心忘る べから ず」 とい うこと わざで す。  

3 年目 になり 仕事 に少 しずつ 慣れて きて 、ご 利用者 との関 係が 築け てきた ところ です が、

まだま だ勉 強不 足な 部 分が多 いで す。 利用 者 主 体の 支援 とは どう い ったこ とな のか 、日々

考えて いま す 。 実際 に 利用者 主体 の 支 援を す るには 、ご 利用 者の 考 えや感 じて いる 事を支

援者が いか に汲 み取 れ るかが 大事 だと 私は 思 います 。毎 日同 じ活 動 をする の で はな く、 ご

利用者 がや りた い事 や 、新し く何 かを 始め て みたり して 小さ な変 化 があ る と、 ご利 用者の

考えや 感じ てい る事 が 少しだ けで も理 解出 来 る ので はな いか と私 は 考えて いま す。 日々の

支援に あた り、 ご利 用 者に 対 して お願 いを す る時に 命令 口調 にな っ てい な いか 、失 礼な 言

葉遣い にな って いな い かなど 、あ くま で「 生 活を支 援し てい る」 と いうこ とを 忘れ ずに 接

するよ う心掛 けて いま す 。  

 この 仕事 を始 めた 時 、右も 左も わか らな い 中での 支援 でし たが 、 毎日 新 鮮な 気持 ちで ご

利用者 と関わ って きま した。今後 も支援 者の 自己満 足に な らな いよ う に、初心 を忘れ ず「 純

粋」な 気持ち で 、 常に ご利用 者 の事 を考 えて 支援し て参り ます 。  （秋本 ）  

 

 


